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原図Ｇ,Ranzani
出所，CordenadorMaTioGuimaraesFerri，IIISimp6sios6breCerrado，
EditoTaEdgardB1ucherLtdaS〕oPaulo,1971,ｐ､３１
セラードとは、強い秘)､の存在から，倭小樹木の疎林を形成する地帯で，ブラジル
高原に広く分布しし，それは，１，１土の５分の１に及ぶ｡腿耕不適地といわれていた。
形成原因は気候条件だけでなく焼畑など人為によるともいわれろ。
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第２図セラード開発計画地域
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この目的を達成する方法は、第三条以下に明記されている。
第三条では、「一九七五－七九年の間に、約三百七十万ヘクタールのセラードを農・牧畜業の生産地帯とする。
右の面祇のうち、百八十万ヘクタールを農業に、百二十万ヘクタールを畜産に、七十万ヘクタールを造林に向ける
ものとする。艇業は、米、大豆、とうもろこし、綿、落花生およびパイナップルの栽培を主目標とする。」と土地利
用区分と作物を指定していろ。
第四条では、「計画目概を達成するために、次の各事業を組み合せ、同時に推進する」とし、各事業とは。、進
農牧畜業に関する調査研究と試験、二、農業機械化事業、州政府が主導権をもつ機械化巡回隊の編成と拡大の奨励、
三、造林のプロジェクト、四、農道の建設、五、隣接道路の建設、六、農村電化事業、七、サイロ、倉庫などの建
設事業、八、生産物の粘選加工場の建設事業、九、援助政策による生産物販売体系の組織化、十、農業用石灰その
他、健畜産業資材の地域内生産に対する援助、十一、土地所有の正常化」を列挙している。ここで明らかなことは、
機械化股業指向、輸送、貯蔵、加工手段、販光体系の雅術の丞祝である。艇乗用石灰の投与、土地所有については、
後にふれる。
第五条では、対象地域を指定する。「既存のインフラストラクチャーを与件として、約一千万ヘクタールに及ぶ
十一一のセラード地帯を予め選定し、一九七五’七九年の五カ年に、右の選定地のうち、三百ヘクタールを農牧畜業
地帯に転換する。」とし、具体的に十一一の選定地を記している。それは、口三角ミナス地域②サンフランシスコ川
の上流中流地域、③パラカッー地域（以上ミナス・ジェライス州）側トレス・ラゴアス地域⑤ポドヶーナ地域
⑥シャバンチーナ地域、パレシス地域（以上マット・グロッソ州）⑧グルピー地域⑨パラナー地域⑪ピリ
ネウス地域⑪ピラーニャス地域⑫リオ・ヴェルデ地域（以上ゴャス州）である。（第二図参照）
第七条では「本規則で明確にした地域以外に所在する他のセラード地帯で、ミナス・ジェラィス州、ゴャス州、
マット・グロッソ州に属し、かつ当該地に導入しようとする開発プロジェクトを成功させるに足る下部構造の保証
されている農地は、例外的に本規則の受益者とすることができる」と記し、対象地域に一定の幅をもたせている。
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第八条には次のように述べられている。「ポロセントロの受益者は次のとおりとする。１経験を有する農業生
産者である自然人、または法人、２既存、または今後設立される農業生産者の協同組合で、農牧畜業を事業とす
るもの、３他の事業分野で活動している法人企業で、新たに農牧畜事業を開始するもの」、さらに第九条で「受
益者は、当該地域の技術援助責任機関の勧告を尊重し、農牧畜開発の意欲を砿実に発揮するときにのみ申し込みを
行うことができる。中途での放棄、つまり単なる投機的意志による場合は、他の罰則に加えて金融上の制裁を受け
るものとする」というただし書きが付せられている。ここでは、投横的股牧地購入について厳しい制限が与えられ
ている点が特徴的である。
第十条以下は、要点のみを記す。
第十条は、外資による直接経営の制限ないし禁止。外資による信用供与についての制限。第十二条から第十四条
は、これらの計画を実現するに当って必要と思われる信用供与に関する条項である。それらは、第一回整地作業資
金、土地利用の継続に必要な投資資金、基肥用肥料の資金、機械化巡回隊資金、食肉用育牛資金、腱牧営艇資金の
各項に亘り、具体的に期限、利率、担保物件で規定している。ここで明らかにいえることは、一定の資金ないし、
抵当権を設定し得る資金のないものは、受益者に該当し得ないという事実である。
第十五条以下は、総合プロジェクトとして、財源、系統融資機関等々を規定し、第二十四条では、「中央銀行は、
金融代行機関が自己資金を本計画に利用した場合、典型的、常識的な腰業信用取引によって得られる通常の収益に
見合う程度の利率補助を行うものとする」と利率援助を規定し、国家予算、中央銀行資金、ブラジル銀行資金以外
の金融機関からも資金を動員するため、それの手厚い保護規定を行っていることは注目に価する。
れている。
このように腿業開発に際しても一定の地域を指定し、重点的開発をすすめる拠点開発方式をとっているが故に、セ
ラード開発計画はポロセントロ（中心地）と呼ばれている。，
さらにいえば、対象に地域的限定を加えるだけでなく、開発主体、つまり本計画の受益者にも一定の限定がなさ
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パ
ダ
ッ
プ
計
画
「セラード開発計画」（ポロセントロ）の策定、実施にあたっては、その二年前に策定、実施された「パダップ
計画」が、その技術的、経営的モデルになっていろ。したがって、パダップ計画の実施とその進展の分析は、「セ
ラード開発計画」の理解に役立つであろう。
パダップ計画とは、勺”○○宛少冨レロ固鈩、の同ｚ弓し富国二日○自国ＯＢ○し【円○句し閃シヱシＢ少（勺シロシ旧）
つまり、アルト・パラナイーパ総合開発計画のことである。
本計画は、一九七二年、当時ミナス・ジェライス州農務局長官であったアリソン。パウリネリ（のちに連邦政府
農務大臣となる）の発案にもとづき、一九七三年九月十一一一日法令第七二七八六号によって規定され、ミナス・ジェラ
イス州サン・ゴタルド、リオ・パラナイーパ、イピァー、カンポス・アルトスの諸郡を含む六万ヘクタール余のセ
ラードの土地を接収し、ここに技術的に資格のある農業者を選抜して入植、定着させることを目的として出発した。
この目的を達成するために、黄金上、技術上の援助、さらにインフラストラクチャーの整術を政府の責任におい
て行うことが約束された。したがって本計画の統輔はミナス・ジェライス州艇務局が、艇務局の実行機関であるミ
ナス州拓植農業開発公団角ご用シＰ冨閂ｚ少の）を通じて行い、それにその他の政府機関金融機関、民間企業とし
てコチア産業組合（○しＣが参加した。開発資金の調達は、ブラジル中央銀行の系統融資機関としてミナス・ジ
ェライス州立開発銀行（国Ｃ旨の）が担当し、それにコーヒー部門に対してはブラジル銀行（団：８』Ｃ国『国｝）、コ
ーヒー以外の産物に対してはミナス・ジェライス貯蓄銀行○国富のが融資責任機関となった。生産技術の指導につ
いては、連邦植民農業改革庁（ＨｚＯ肉少）、農業信用普及協会ｓｏし宛）およびコチァ産業組合が担当した。とくに
コチア産業組合は、農業者の選択、送り込み、全体の技術、経済、財務、管理の統轄、計画全般にわたる事業の管
理、統制、生産物の販売、精選、不時の加工生産資材の補給、新規加入組合員の統制、他の参加機関との協力など
を担当し、実質的な開発の主体的組織機関となった。ちなみに他の参加機関を列挙すれば、次の通りである。ブラ
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パダップ開発計画の対象地域は、すでに述べたように、ミナス・ジェライス州サン・ゴタルド郡その他にまたが
る六万ヘクタールの土地である。その位置は、第二図に示す通りであるが、大都市との関係位置でいえば、サンパ
ウロ市の北西約八二○キロメートル、ミナス・ジニライス州都ベロ・オリゾンテ市の西方約二六○キロメートルに
ある。もっとも近接した都市はサン。ゴタルド市（人口一万八、二三八人、一九七○年）である。自然的位置でいえば、
西経約四六度、南緯約一九度、標高約二五○メートルの高原にある。年間降水量は一、四○○ミリメートルから
一、七五○ミリメートルあり（リオ・パラナイーバ試験場、一九七三年から四年間の計測値。以下同じ）、総降水量
は決して少ないとはいえないが、六月から九月の冬期にはほとんど降雨がなく、冬期の平均湿度は四○パーセント
と著しく乾燥する。気温は年平均摂氏一九度から一一三度であるが、月平均鍍低は七月（一四’一六度）に現われる。
このように、セラード地域の一般的特性としてみられるように年降水戯は決して少なくはないが、降水戯と降雨期
の配分のアンバランスがみられ、植物の有効水分の欠乏として現われる。しかし、このような気候も、報告書の文
面を借りれば、「実際的見地からいえば、同地域の気候は農業に最も適していろといえる。通常、十月半ばに始ま
る最初の降雨は、直ちに大豆の植付けを容易にする。その上、コーヒーの開花を一斉に促すことになる。三月に入
って降雨が減少し冬期の様相を特色づけるようになると、大豆とコーヒーの収種がきわめて都合よく操作され、良
い品質のものを得ることになる。」ということになる。しかし、高温な雨季においても不規則な降雨の中断期が現わ
－６． 
ジルコーヒー院（田。）》ミナス州農業土木公社（○揚言ｅ、動植物保謹庁（冒句）、ミナス州農牧畜研究公団
（両勺諺冨の）、ミナス州農産物貯蔵公社（。シの同旨の）、ミナス州食糧品市場公社（○国シのど、州道路交通局（Ｃ国閃）、
州
上
下
水
道
局
ｅ
鈩
巴
等
。
以下、筆者による一九七六年七月の現地における入手資料（コダップの概要』その他）、および聞き取り、さら
にその後に入手したコチァ産業組合中央会「アルト・パラナイーパ計画の経過報告」（『ブラジルの農業』サンパ
ウロ、一九七八年二月、四’十四ページ）等によって、パダップ計画の概況を述べ、さらにそれの性格付けを試み
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れることがあるので、その対応として潅滅の必要が指摘される。また、雨期の雨水の流れと没透によって、土壌は
たえず流出の危険にさらされている。さらに強い雨期と乾期の交替によって土壊はラテライト化し、土壌中のチッ
ソ、燐酸、カリ、カルシウム、マグネシウム、硫董分等が欠乏し、そのため、農耕地としての利用のためには、有
機質、カルシウムの補給の必要が指摘され、この自然条件の技術的経営的克服が必要条件となる。
このように劣悪な自然条件であったので、本地域の大部分は、半乾燥疎林として未耕のまま放置され、従来の股
業者は鹸大十ヘクタ１ルの小土地所有者で農業は川辺の低地、家畜飼育は高台の草原で行われており、土地利用率
は所有農地の九パーセントにとどまっていた。開発計画は、耕地而祇を拡大し、より進んだ技術を導入して生産性
を
高
め
、
同
時
に
計
画
性
の
あ
る
経
営
を
確
立
し
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
零
細
な
自
給
形
態
を
変
革
を
目
ざ
し
て
い
た
。
当
初
約
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
按
収
し
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
分
割
し
、
三
百
家
族
を
導
入
す
る
計
画
であったが、地域内に在来の中小地主が散屑していたため、計画が変更され、結局、未開墾地を所有する在来の地
主も本計画に参加することになり、組合としては二万五、五六八ヘクタールの土地に、新たに九十家族の組合員を
導入し（在来の地主を含めると一一一一○家族）、彼らに二万四、二一一六ヘクタールの土地を分譲し、残余は、組合直
営の種子栽培圃場を含む試験農場四地区、ルラル・ミナスの保留地一地区とした。したがって入植者の平均農地面
秋
は
約
二
七
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
当
地
域
の
条
件
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
富
農
層
に
層
す
る
。
自然条件の克服はさまざまな形で行われた。
まず、土壌浸食を考慮し、州政府の規制によって農地の二○パーセントは縦林地として確保された。水源は六区
を除いて確保された。次いで、開墾と土地『改良事業である。疎林の伐採、抜根、整地の後、燐酸肥料をヘクタール
当り一八○キログラム、カリ肥料を七五キログラム投入、また石灰を一年次二トン、二年次に再び二トンを投入し、
その結果、函は平均四・五から五・一一にまで変化し、ヘクタール当りの大豆の収穣量は一年次一二袋（一袋六○キ
ログラム）、一一年次三○袋、一一一年次四○袋となり、一層の改良によって五○袋が期待できるようになった。また、小
麦は、自然条件を考慮して当初州政府からの指定作物から除外されていたものであったが、これもヘクタール当り
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第１表土地開発に対するヘクタール当り初期投資額
（1975/76年度）
（単位クルゼイロ，Ｉクルゼイロ当時約20円）
伐採賛
aCerradogrosso 
（森林の密なセラード）150クルゼイロＸ５時間
bCerradomedio 
（森林の中程度のセラード）150クルゼイロＸ４時間
cCerradoralo 
（森林の倭小なセラード）150クルゼイロＸ３時間
倒木の破壊
aCerrBdogrosso SOクルゼイロ×１時間
bCerradom6dio ８０クルゼイロｘ形時間
cCerrBdoralo ８０クルゼイロｘ兇時間
石灰の撒布８０クルゼイロ×１時間
耕土および整地（深さ30～40ｃｍ）
抜根（木炭原料として抜根が義務づけられている）
燐酸の撒布
燐酸肥料代（アラシャ産）450クルゼイロＸ１トン
石灰代110クルゼイロ×２トン
土壌保全費（等高線うね造り）
1． クルゼイロ
750 
600 
450 
２． 
（
Ｕ
（
Ｕ
毎
Ｊ
（
Ｕ
〈
Ｕ
ヘ
リ
（
Ｕ
（
Ｕ
へ
Ｕ
（
Ｕ
〔
５
４
２
Ｒ
）
２
（
Ｕ
４
。
Ｐ
Ｃ
２
１
３
Ｄ
】
ワ
】
４
一
ワ
】
１
●
●
●
●
●
 
｜向く）○勾斗一戸（）（』血》一【〃。
8． 
計Cerradogrosso
Cerradom6dio 
Cerradｏｒａｌｏ 
2,840 
2,650 
2,287 
出所：コチア産業組合，試験場資料
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第２表大豆のへクタール当り生産費および予想収益（1975/76）
360クルゼイロ
480 
９５ 
６０ 
１０ 
６０ 
１２０ 
２１０ 
種子代４クルゼイロｘ90ｋｇ
肥料代（40％の補助金付）２クルゼイロ×400ｋｇ
防虫・防除農薬代
整地代４０クルゼイロＸトラクター1.5時間
諏子選別費１人20クルゼイロｘ0.5時間
播種，給肥代４０クルゼイロｘトラクター1.5時間
農薬撒布費４０クルゼイロ×トラクター３時間
収趣費300クルゼイロｘコンバイン0.7時間
計
予想収税量３０袋/ヘクタール（１袋60kg）
予想平均価格８０クルゼイロ×30袋
生産賀
予想収益
1,395 
2,400 
１，３９５ 
1,005 
の収溌は一年次一八袋、一一年次一一一○袋、一一一年次四○袋となり、
雌終的には六○袋が期待できるようになった。その結果、開
墾のための初期投資（第一表）を別にすれば、大豆については、
ヘクタール当り三○袋の予想収種として、一九七五年度には
一、○○五クルゼイロＣクルゼイロ約二○円）の収益が予想
され（第二表『小麦については、同年度に一ヘクタ１ル当
り三○袋の予想収融で販売価格一袋一二七。八○クルゼイロ
八として索収入三三四クルゼイロ、生産蛮一、四三○クルゼ
イロ、収益一一、四○四クルゼイロが見込まれる。（第三表）同
じく米（陸稲）については八七○クルゼイロ、トウモロコシ
については一、六三六クルゼイロの収益が予想されている。
一九七六’七七殿年には、この地区組合員作付而秋は、大
豆一万一、○○○ヘクタール、小麦四、○○○ヘクタール、
トウモロコシ一一○○ヘクタール、コーヒー一一、一○○ヘクタ
ールに達した。
各入植者の大部分は、各々八○馬力の中型、五’六○馬力
の小型トラクターを所有し、それに見合う機械化装備を整え
ている。同時に、単純農業労働賃金が時間当り三クルゼイロ
（約六○円）で災めろことができるのも、この経営を成り立
たせている大きな条件である。それと同時に近隣のサン・
ゴタルド市に例をとれば、一九七○年に一万八千余の人口の
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第３表小麦のへクタール当り生産愛および予想収益（1975/76）
種子代４クルゼイロ×100ｋｇ
肥料代（40％の補助金付）２．１クルゼイロ×300ｋｇ
防虫・防除農薬代
追肥代１５クルゼイロｘ３ｋｇ
殺蟻剤１５クルゼイロｘｌｋｇ
鍵地代４０クルゼイロ×トラクター1.5時間
播種・給肥代４０クルゼイロ×トラクター1.5時間
殺蟻代１人20クルゼイロ×0.5時間
防虫・防除代４０クルゼイロ×トラクター１時間
収穫費(大型機賃借）300クルゼイロｘコンバイン0.5時間
（1975年度は自家小型機で行い，１２クルゼイロ×30時間）
計
予想収遡量３０袋/ヘクタール（１袋60kg）
最低予想価格127.80クルゼイロ×30袋
生産賀
予想収益
400クルゼイロ
３７８ 
７０ 
４５ 
１５ 
６０ 
６０ 
１０ 
４０ 
１５０ 
（360） 
1,220（1,430） 
3.834 
1,220（1,430） 
2,614（2.404） 
都市が、一九七六年には一一万五千人を越え、一九七
一一年に一五五の商店・売店数が一九七六年には一一一四
○軒に達し、明らかに人口逆流現象が現われている
。この現象から、パダップ計画の地域経済への貢献
をよみとることもできる。それと同時に、入植組合
員の大部分が、機械化農業に慣れた上層組合員の子
弟であること、鮫低一一○○万クルゼイロの自己資金
を必要としていると口をそろえて述べている点を考
え合せると（入植当時の土地代はヘクタール当り三
六万クルゼイロ）技術開発によって新しく価値をも
ち出した未開拓地セラードの開発は、ブラジル政府
の股業改革の大きな柱となっているコローーゼイショ
ンによる開拓前線の拡大を通じて、中麗上園部の規
模拡大、上昇分化の機会を与えているものと考える
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（本報告は一九七六年度法政大学基金による在外
研究のささやかな成果の一つであり、また一九八一
年度法政大学特別研究助成金にも負っている。）
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